
人間が「暑い！」と感じる前に家畜に対する暑熱対策を早めに実施することが、

人や家畜の健康維持と生産性の向上につながります。
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暑 熱 対 策 を 始 め ま し ょ う

気象庁によると、今夏（６～８月）の

気温は例年並みから高いと予想されてい

ます。家畜は被毛（羽毛）がある上に、

涼しい場所へ自由に移動できないことか

ら、人以上に暑熱ストレスにさらされて

います。暑熱ストレスを感じた家畜は飼

料摂取量の低下による増体の悪化に加え、

受胎率や乳量の低下が見られます。また、

鶏では産卵率が低下するなど、生産性が

著しく低下します。

不快指数とは気温と湿度から計算され

る「蒸し暑さ」の指標です。ちなみに、

熊本県における昨年６月の平均最高気温

は28.4℃、平均相対湿度は74％であっ

たことから、乳牛ではオレンジ：強いス

トレスを感じていたことがわかります

（図1）。

出典：酪農ジャーナル

家畜の暑熱ストレスを軽減するには、以下の対策が重要です。

１ 牛体への送風

※体感温度：風速1m/秒⇒-6℃、風速2m/秒⇒-8℃、風速4m/秒⇒-12℃

※風速4m/秒：木の葉や小枝がたえず動き、旗が軽く開く程度

２ 畜体への直射日光を避ける

３ 畜舎の屋根を石灰等で白く塗る

４ 清潔かつ冷たい水の不断給与

５ 畜舎周囲や畜体への散水

※湿度の上昇、床面が滑りやすくなること、細菌の増殖に注意

６ ビタミン・ミネラル類の給与

図１：乳牛における温度・湿度から求めた不快指数



定期的な消毒を実施しましょう！

毎月２０日はくまもと家畜防疫の日

夏場の死亡牛レンダリング処理およびBSE検査の対応について

家畜の死体は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）において、産
業廃棄物に定められており、適正に処理しなければなりません。死亡した家畜
については、死亡獣畜処理場（（株）熊本蛋白ミール公社など）へ搬入し、適
正な処理をお願いします。

夏場は死亡牛が腐敗しやすいため、熊本蛋白ミール公社及びＢＳＥ検査所で
は７～９月は下記の業務日程で対応します。

搬入された牛が腐敗していると判断された場合、月齢に関係なく一律に腐敗
牛処理料３５，５００円が徴収される可能性があります。毎年夏場だけで約20
頭が腐敗牛として処理されていますので、死亡牛が生じた場合は早期の搬入を
お願いします。

開場日 休業日

祝日を除く 月曜日～土曜日

開場時間
午前 8：30 ～ 11：30
午後 1：00 ～ 3：00

※ 7月24日(金)、9月22日(火)は
祝日ですが開場します

毎週日曜日・祝日

※8月15日(土)は
お盆休みです

夏期対応期間 令和２年（2020年）７月１日～９月３０日

（株）蛋白ミール公社 TEL：０９６８－２６－３７６６

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフル
エンザ

H5N5 台湾（2件） 地鶏
令和2年(2020年)5月11日・18

日

ＡＳＦ
韓国
(631件)

野生イノシシ
令和2年(2020年)5月1日
～令和2年(2020年)5月31日

令和2年(2020年)6月1日現在

近隣諸国における悪性伝染病発生情報


